
平成 22 年 7 月 26 日 
(社)地盤工学会 

 

地盤工学におけるリスクマネージメントに関する事例研究委員会 

第 12 回委員会議事録（案） 

 

場 所  ：地盤工学会会議室 

日 時  ：2010 年 5 月 24 日 14:00～17:30 

出 席 者：日下部委員長，大久保幹事，伊藤幹事，萩原委員，正垣委員，中山委員，大

日方委員，小嶋委員，岩崎委員，大里委員，岸田オブザーバー，渡部オブザ

ーバー，稲垣オブザーバー 

欠 席 者：石井委員，笹倉委員，伊奈委員，薦田委員，西田委員，唐澤委員，外狩委員，

上野オブザーバー，大和オブザーバー 

 

１． 委員会審議事項 

1) 委員会委員の変更・辞職について 

・損保ジャパン 蔵田委員が他部署に異動したため，後任に唐澤委員が就任 

・西田委員（元大成基礎設計）が転職し，委員会に参加できなくなった。 

 委員名簿には残す方向で調整する 

 

2) 前々回議事録の確認（大久保幹事） 資料 12-2 

・ 正垣委員の話題提供の箇所は要点を抽出して記載するように変更する 

・ その他については議事録案にて了承された 

 

3) 前回議事録の確認（伊藤幹事） 資料 12-3 

・ 議事録の公開の件については，委員長が確認をし，渡部オブザーバーの話

題提供部分について公開可能かを確認できれば OK 

渡部オブザーバーから OK 

・ その他については議事録案にて了承された 

 

4) 地盤工学会誌の講座執筆について 

・ 現状報告（伊藤幹事） 資料 12-4 

次回（6 月 8 日）講座小委員会にて委員による投票の結果，掲載を決定 

採用の場合でも，最短で平成 23 年下半期以降の掲載予定 

 「落選した場合にはどうするか?」について質疑があった。 

委員会は今年度が 3 年目で取りまとめが必要であり，とりあえず講座

形式でまとめる方向で作業を進めようということになった。（講座と

の違いはページ数の制約のみ） 

・ リスクマネージメントにおける保険の役割 （日下部委員長） 資料 12-12 

6 章の保険について，目次構成案を提示 

・ 講座の目次案と執筆者リストについて（大久保幹事） 資料 12-5 

資料13-2



平成 22 年 7 月 26 日 
(社)地盤工学会 

前回提出された講座の目次案から執筆担当者を以下のように決めた。 

章 タイトル 執筆担当者（案） 

1 講座をはじめるにあたって 日下部 

2 リスク学とリスクマネージメント 大日方・正垣 

3 地盤リスクに関する研究動向 西田・正垣・中山・大

里 

4 地盤リスクに関する事例から見たリスク

マネージメントのあり方 

伊藤 

5 契約と地盤リスク 岩崎・大日方・岸田・

渡部 

6 保険と地盤リスク 日下部・蔵田・唐澤 

7 法律と地盤リスク 大久保・石井・薦田 

8 講座をおえるにあたって 日下部 

 

5) 地質リスク学会 地質リスクマネジメント事例研究発表会（岩崎委員） 資料

12-6～8 

地質リスク学会の発表会の日時，場所，内容について岩崎委員より説明がなさ

れた。（開催日時：9 月 24 日，開催場所：飯田橋レインボーホール） 

 事例は 15 件くらい集まったようだ 

 関東支部には，後日共催 or 後援の依頼状が支部長宛てに届くはず 

 関東支部の取組み状況について伊藤幹事が発表(予定) 

 

6) 今年度の合宿の可能性について（伊藤幹事） 

今年度の合宿について伊藤幹事より説明がなされ，実施することとした。 

 謝金は今年度の予算上は難しいので辞退してもらうように調整する 

 日程調整の結果，下記の日程で決定した 

日時：平成 22 年 9 月 17 日～18 日 

場所：箱根東亜荘 

 

7) Geo-kanto2010 の開催日時の決定（伊藤幹事） 

伊藤幹事より Geo-kanto2010 が 11 月 4～5 日に大宮ソニックシティービル 6 階

にて開催される旨説明があった。 

 Geo-kantoは参加必須なのでDSの開催方法が決定次第対応することとした 

 

8) 委員会の成果について 

 講座 

6/8 の講座小委員会次第 

 報告書 

講座をベースにページの制約を無くしたもの 
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目次案を委員長と幹事で決定する 

 話題提供について CD や DVD にまとめる 

 

 書籍 

稲垣オブザーバー・大里委員で検討 

 国内シンポジウム 

2011 年 9 月くらいに地質リスク学会と共催などで開催することを検討 

岩崎委員（＋伊藤幹事）で渡邊先生と調整 

 国際シンポジウム 

国内シンポジウム後に検討 

 

9) 次回委員会の予定（第 13 回目以降の日程） 

第 13 回  7 月 26 日 15:00-17:00 3 階大会議室 

 

10) その他・連絡事項 

・ 委員会名簿 資料 12-9 

・ 5 月 27 日の地盤工学会通常総会で，日下部委員長が会長，岸田オブザーバ

ーが副会長，渡部オブザーバーが理事（国際部長）にそれぞれご就任され

ることが報告された 

・ 地球惑星連合合同大会にて那須岳の火山災害リスク評価について報告書

が出されている。報告書を希望される方は大里委員まで。 

 

２． 話題提供 

伊藤和也（(独)労働安全衛生総合研究所） 

・ ニュージーランド留学＆斜面崩壊による労働災害の防止対策に関する調

査研究会成果について 

 

３． 配布資料 

資料12－1. 議事次第 

資料12－2. 前々回議事録（案） 

資料12－3. 前回議事録（案） 

資料12－4. 講座への執筆について鈴木課長からのメール 

資料12－5. 講座の目次案と執筆者リスト 

資料12－6. 地質リスクマネジメント事例研究発表会プログラム（案） 

資料12－7. 地質リスク学会からのお知らせ 

資料12－8. 地質リスク入門表紙 

資料12－9. 委員会名簿（最新版） 

資料12－10. 「ニュージーランド留学と斜面崩壊による労働災害の防止対策に関する

調査研究会成果について」PPT 資料 
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資料12－11. 「斜面崩壊による労働災害の防止対策に関する調査研究会」報告書 

資料12－12. リスクマネージメントにおける保険の役割（日下部委員長） 

資料12－13.  

以上 
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